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美術博物館＆あしみゅ～連携事業

芦屋市政キララ　　　　予防から介護まで
　　　　　　　　　　　　新介護保険制度スタート
広報トピックス　　　　子育てセンター　春の子育て講座
　　　　　　　　　　　消費生活センター　家庭用品交換会
イベント情報　　　　   
               　　　　　　　谷崎潤一郎記念館リニューアルオープン

芦屋の中のベトナム　　トアンさん、ズンさん
　　　　　　　　　　　ベトナムの食材　
ミニ特集　　　　　　　ドラマサーティ「ポイ捨て物語」
市民の時間　　　　　　普通救急講習会体験リポート
　　　　　　　　　　　「救急車が来るまでに」

４
月

放送時間

〔30 分〕芦屋市広報番組　あしや30サーティー
min.

※「J-C O M スペシャルデー」のため、４月28日(金)④⑤の放送はありません。
■番組に関する問い合わせ　広報課　緯38-2006　■C A TV全般に関する問い合わせ

㈱ケーブルネット神戸芦屋(J：C O M)カスタマーズセンター　錆0120-13-8160

① 8 :00

②11:30

③16:00

④19:30

⑤22:30

※ビデオ
　テープ
　貸出可
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＜教育委員会の事業＞

◆学校教育　保護者・地域と協働で、創意工夫をこらした教育活動に取

　り組みます。不審者進入への対応や通学路での安全確保のため、保護

　者や地域と協働で防犯活動を推進します。小・中学校では「学力パワーアッ 

　ププラン」に基づき、学力向上に取り組みます。特に、中学校では、

　チューター (学習指導員)を配置し、基礎学力の向上に取り組みます。

　道徳教育では、学校が「豊かな心を育む場」となるように取り組みま

　す。スポーツ活動や文化活動では、児童生徒が自ら心身の健康の保持・

　増進を図る健康教育の充実に努めます。

◆教職員の資質の向上　教育公務員としての使命感と倫理観を高め、豊

　かな人間性の 涵養 や、資質と指導力の向上を図ります。
かんよう

◆高等学校　今年度末で市立芦屋高等学校が廃校になります。在校生が

　全員そろって卒業を迎えられるよう、最後まで支援します。

◆幼稚園　幼児の発達や実態に即し、創意工夫のある園づくりを推進し

　ます。また、心の教育の充実を図ります。

◆スポーツ振興　今年10月に兵庫県で開催される第61回国民体育大会

　「のじきく兵庫国体」に向けて取り組みます。

◆学校園の施設

　精道小学校校舎改築工事を引き続き行うとともに、朝日ヶ丘小学校の

　エレベーター設置に向け準備を進めます。

◆社会教育　少子・高齢化や情報化など社会情勢に応じたさまざまな学

　習機会の提供に努めます。

◆社会教育施設の管理運営　体育施設や谷崎潤一郎記念館について、指

　定管理者制度による運営を進めます。

＜教育委員会以外の事業＞

◆男女共同参画施策　女性の社会参画の促進に向けた施策に取り組みま

　す。また、市民の皆さんから親しみを持っていただくため、女性セン

　ターの愛称募集を行います。

◆国際交流事業　アメリカ合衆国カリフォルニア州モンテベロ市との姉

　妹都市提携45周年の節目に、両市の友好の絆をさらに深めます。

◆市民参画の推進　「市民参画・協働推進の指針」に基づき、市民提案制

　度や活動拠点の設置等について検討します。

◆広報活動等　有料広告の掲載や、ホームページの活用による電子自治

　体への対応を図ります。

◆特別職の給与等　市長、助役および教育長の給与および退職金は、平

　成19年３月31日まで減額措置を行います。また、特別職報酬審議会を

　設置します。

◆人事評価　本市に適した人事評価制度の導入について、研究します。

◆行政経営情報システム　総合計画実施計画や予算等(財政計画・行政改

　革実施計画・行政評価等)との連携が図れるように、行政経営情報シス

　テムの構築に着手します。

◆都市計画マスタープランの推進　緑豊かで上質な都市空間を実現し、

　人にも優しく、文化を育む活力あるまちづくりを進めます。

◆市民協働のまちづくり　「まちづくり活動助成事業」を活用した地区計

　画を推進し、地域に根ざしたまちづくりを進めます。

◆開発および建築行政　低層戸建住宅と共同住宅が共存できるように、

　「芦屋市住みよいまちづくり条例」を改正するとともに、「芦屋市斜面地建

　築物の規制に関する条例」を制定し、住環境の保全・育成を進 めます。

◆国民健康保険事業　「障害者自立支援法」の成立に伴い、自立支援医療

　制度に移行します。

◆健康づくりの推進　健康管理システムを更新し、市民の皆さんの健康

　保持・増進を図ります。

◆救急業務　保健センター、図書館および中学校など主要な公共施設に

　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を１２台設置します。また、ＡＥＤを取

　り入れた普通救命講習会を開催します。

◆芦屋病院　医薬分業（院外処方）および院内開業を実施します。また、

　病院経営の抜本的見直しに取り組みます。さらに、耐震調査やＭＲＩ

　(磁気共鳴診断撮影装置)の更新を行います。

◆福祉社会づくり　市民と行政の協働による地域福祉を推進するために、

　「地域福祉計画」を策定します。

◆高齢者福祉　「第４次芦屋すこやか長寿プラン２１」に基づき、総合的な

　介護予防の推進を図ります。また、地域包括支援センターを創設する

　とともに、高齢者を権利侵害から守るために、「芦屋市権利擁護委員会」

　を設置して取り組みます。

◆介護保険　「第３期介護保険事業計画」に基づき、適正なサービス確保

　に努めます。また、地域密着型サービスを行えるよう提供基盤の整備を

　進めます。

◆コミュニティづくり　地区集会所を地域活動の拠点とし、各自治組　

   織での地域づくりや魅力あるまちづくりを支援します。

◆防災対策　「1.17あしやフェニックス基金」の運用を公平かつ適正に  

   行うため、ＰＲ活動に努めます。また、東南海・南海地震等に備えて、

   津波からの避難訓練を行います。また、消防本部庁舎建設に向けて、

   実施設計を行います。

◆防犯対策　青色回転灯付きパトロール車の導入を進めるとともに、地

　域ぐるみで子どもたちの安全確保に力を入れます。

◆交通安全対策　学校園および保育所での交通安全教育の充実と交通安

　全施設の整備を進めます。

◆ごみの減量化対策　ごみの再資源化率を年間１％（400ｔ)引き上げる

　取り組みを進めます。

◆不法投棄防止対策　芦屋市不法投棄防止協議会で対応を協議するとと

　もに、パトロールおよび排出者調査を行います。

◆環境保全の推進　環境問題への取り組みは「まず芦屋から始める」を

　合言葉に、職員一人ひとりが自らの問題として取り組み、市民の皆さん、

　事業者にも協働の輪を広げます。

◆自動車公害対策　国道43号および阪神高速３号神戸線の、自動車排出

　ガス対策や騒音対策等を、引き続き国等に要望します。

◆人権推進　人権に係る教育・啓発を進めるとともに、人権意識の醸成

　に努めます。

◆商工行政　芦屋市商工会等と連携し、市内商工業の活性化を図ります。

◆消費者行政　高齢者を狙った悪質商法からの被害を防ぐために、啓発

　活動や地域のかたがたのご協力を呼びかけます。

◆「潮芦屋」のまちづくり　第２期の住宅分譲とマリーナに隣接する係

　留施設付住宅の分譲を進めます。

◆バリアフリー化　阪神打出駅のバリアフリー化を進めるとともに、

「交通バリアフリー基本構想」を策定します。

◆山手幹線の整備　順次道路工事に着手するとともに、川西線以西の供

　用開始に向けて取り組みます。

◆駐輪対策　駅周辺の放置自転車対策を進めるとともに、ＪＲ芦屋駅周

　辺の自転車駐車場を改修し、自転車・原動機付自転車の利用の促進を

　図ります。

◆上水道事業　六麓荘地区および南芦屋浜地区の配水管布設工事を行い

　ます。また、水道事業の健全化を図り一層事務事業の効率化に努めます。

◆下水道事業　六麓荘地区都市基盤整備および南芦屋浜下水道整備工事

　を行います。また、芦屋下水処理場電気設備の改築工事を引き続き行

　います。

◆景観形成事業　景観緑三法の適用の研究を進めるとともに、景観アド

　バイザー会議や景観条例に基づく指導、助言を行います。

◆芦屋庭園都市宣言　市民の皆さんと協働で、庭園都市づくりを進めま

　す。また、「のじぎく兵庫国体」では、花と緑いっぱいのまちに全国の

　皆さんをお迎えする取り組みを進めます。

◆緑の基本計画　緑地の保全および緑化を推進するために、「緑の基本

　計画」の策定に向けて取り組みます。
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問い合わせ　建設部総務課　 38-2070

自主的なまちづくり活動を支援します

問い合わせ　行政経営課  38-2009

◆  平成18年度  施政方針  ◆
「都市計画審議会委員」を公募

◆子育て支援　「次世代育成支援行動計画」に基づき、子育て支援事業を

　進めます。 また、子育て支援センター事業の充実を図ります。

◆待機児童の解消　来年４月開所に向けて、旧山手幼稚園跡地に新たな

　民間保育所を誘致します。

◆障がい者福祉　「障害者自立支援法」の施行に伴い、利用者の立場に立っ

　たサービスの提供に努めます。

■内容　「芦屋市広報番組」の出演・企画

等 　■活動　企画会議(月１回)出席、番

組出演(随時）■対象　市内在住で18歳以

上のかた　■謝礼　１番組出演につき図

書券1,000円　■申し込み　①作りたい番

組の企画②広報番組の感想③自己ＰＲと

履歴書(市販のもの・写真添付）を記入し、

４月28日(金)までに広報課（郵送可)へ。

問い合わせ　広報課　 38-2006

(〒659-8501)

市民スタッフを募集
問い合わせ　教育委員会施設課　 38-2086

精道小学校第２期工事（普通教室棟）
進捗状況の

お知らせ
広報番組「あしや30min（ｻｰﾃｨｰ）」

「絵巻の魅力」
■日時　４月27日(木)午後１時30

分～３時   ■会場　ルナ・ホール　

■講師　京都国立博物館・若杉準

治氏　■申し込み　往復はがき(１

人１枚)に住所・氏名・電話番号を

記入し、４月12日(水)〈必着〉で

下記「ＮＨＫ公開セミナー」係へ。

※参加者には、京都国立博物館の

　招待券を１枚進呈。

問い合わせ　公民館　 35-0700

(〒659-0068 業平町8-24)

ＮＨＫ公開セミナー

■期間　４月３日～５月31日(土・日・祝日を除く）

午前９時～午後５時15分　■会場　市役所南館１階

課税課南相談室　■対象　原則として固定資産の所

有者かその代理人　■持参するもの　本人確認のた

め前年度の納税通知書、運転免許証、健康保険証等。

代理人は委任状。

問い合わせ　課税課固定資産税担当　 38-2017

固定資産の評価

　土地、家屋ともに評価替えを行っています。　土地

の評価額は、地価公示価格および不動産鑑定価格を

基に算定し、さらに地価動向を反映させます。

固定資産課税台帳に

登録された価格に

関する審査の申出
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審
査

の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

活気あふれる豊かな生活環境づくり

健やかでぬくもりのある福祉社会づくり

人と文化を育てるまちづくり

快適でうるおいのある都市づくり

市民と協働してつくる自立した行政基盤づくり

　■第１回市議会定例会(２月24日)において、山中健市長が表明した施政方針の概要

　　をお知らせします。

問
い
合
わ
せ　
　
　
　
　
　
　
                     

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会　

　

２
１
０
２
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施政方針を発表する山中市長

　このたび、国土交通省が実施する

「都市再生街区基本調査」の一環と

して、独立行政法人都市再生機構が

下記のとおり測量等を実施すること

になりました。

◇期間　４月初め～８月末

◇対象地域

　市内の人口集中地区(ＤＩＤ地区)

　※この測量は、道路上の作業です

　　ので、市民の皆さんとの立ち会

　　い・敷地への立ち入りはありま

　　せん。

◇作業内容

　測量作業(街区の角等を測量）

問い合わせ　

都市再生機構 西日本支社

 都市再生企画部

06-6969-9585

都市再生街区基本調査」に伴う
測量等実施のお知らせ

問い合わせ　美術博物館　 38-5432

■日　時　４月18日(火)

　　　　　午後１時30分～３時

■会　場　美術博物館講義室

■指　導　加藤純子

■内　容　ピアノに合わせて歌う

■参加費　観覧券が必要

■観覧料　一般300円、大高生200円、

　　　　　中学生以下無料

詳しくはあしみゅ～まで　 090-4296-1790

♪

♪
♪

　

総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
市
の
最
上
位
の
計
画
で
、
現
在
は
第
三
次

総
合
計
画
（
平
成
十
三
年
度
～
平
成
二
十
二
年
度
）
に
従
っ
て
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
基
本
的
施
策
を
総
合
的
・
体
系
的
に
示
し
た
も
の
が
基
本
計
画
で
す
。

　

市
で
は
平
成
十
八
年
度
か
ら
の
後
期
五
年
に
向
け
た
基
本
計
画
の
見
直
し
を
進
め
、
昨

年
に
は
素
案
に
対
す
る
意
見
募
集
を
行
い
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
も
反
映
し
な
が

ら
、
こ
の
た
び
後
期
基
本
計
画
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

第３次芦屋市総合計画 後期基本計画を策定しました

　

今
回
の
見
直
し
は
、
平
成
十
三
年
四
月
に

第
三
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以
降

の
、
社
会
情
勢
や
芦
屋
市
を
取
り
巻
く
状
況

の
変
化
等
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
見
直
し
の
基
本
方
針
】

①
現
行
の
基
本
計
画
を
も
と
に
現
況
と
課 

題
を
洗
い
出
し
、
今
後
五
カ
年
で
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
施
策
を
明
ら
か
に
す
る
。

②
震
災
復
興
十
年
の
総
括
・
検
証
の
結
果
、

得
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
の
方
策
を
検
討

す
る
。

③
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
懇
談
会
等
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
反

映
す
る
。
今
回
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
新

た
に
将
来
人
口
推
計
と
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
見
直
し
の
視
点
】

　

基
本
計
画
は
五
つ
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
」
に
分
類
し
て
い
ま
す
が
、「
タ
テ
割
り
」

の
弊
害
を
避
け
る
た
め
、
「
魅
力
あ
る
暮
ら

し
の
実
現
」「
社
会
資
源
の
活
用
」「
参
画
と

協
働
の
推
進
」
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、
分
野

横
断
的
に
施
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

【
後
期
基
本
計
画
の
主
な
施
策
】

《
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
１
》　

活
気
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
生
活
環
境
づ
く
り

　

国
民
保
護
計
画
の
策
定
／
消
防
本
部
庁

舎
の
整
備
／
1
・　

あ
し
や
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

17

基
金
の
活
用
／
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
再
構
築
／
一
般
ご
み
有
料
化
の
検
討

※詳しくは、市ホームページ、または、市役所北館１階の行政情報コーナーで閲覧できます。

《
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
２
》

健
や
か
で
ぬ
く
も
り
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　

福
祉
社
会
づ
く
り

　

福
祉
部
門
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

／
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
／
介
護
予
防
シ

ス
テ
ム
の
確
立
／
次
世
代
育
成
支
援
の
推

進
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
／
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
活
用

《
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
３
》

人
と
文
化
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

　

学
力
向
上
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
の
推

進
／
食
育
の
推
進
と
健
康
教
育
の
充
実
／

「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ア
・
エ
ブ
リ
ワ
ン
」
の

実
現
／
「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」
の
実
施

《
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
４
》

快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る
都
市
づ
く
り

　

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
地
域
特
性

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
／
建

築
物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
／
地
区
計

画
や
建
築
協
定
に
つ
い
て
の
支
援
／
庭
園
都

市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

《
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
５
》

市
民
と
協
働
し
て
つ
く
る

　
　
　

自
立
し
た
行
政
基
盤
づ
く
り

　

情
報
提
供
指
針
に
基
づ
く
適
切
な
情
報

提
供
／
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
／

人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ
く
職
員
の
能

力
開
発
／
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

問い合わせ　行政経営課　 38-2009


